
　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
多
く
の
企
業
と
働
き
手
は
、

緊
急
避
難
的
に
テ
レ
ワ
ー
ク
に
取
り
組
み
、
就
労
す

る
場
所
や
時
間
の
自
由
度
の
高
い
働
き
方
を
経
験
し

た
。
一
方
で
、
対
面
を
前
提
に
人
事
労
務
管
理
を
行

っ
て
き
た
多
く
の
企
業
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
時
の
業

務
遂
行
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
課
題
が
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
経
団
連
は
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
テ
レ
ワ
ー
ク
の
活
用
に
取
り
組

む
企
業
と
働
き
手
の
参
考
に
資
す
る
べ
く
、
15
社
の

企
業
事
例
を
盛
り
込
ん
だ
報
告
書
「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
と
労
働
生
産
性
の
向
上
に
資
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク

の
活
用
」
を
４
月
12
日
に
公
表
し
た
。
概
要
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性

⑴
テ
レ
ワ
ー
ク
の
活
用
に
取
り
組
む
目
的

　

テ
レ
ワ
ー
ク
に
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
や
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
推
進
に
資
す
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
就
労
環
境
・
支
援
制
度
の
整
備
や

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
見
直
し
を
進
め
る
こ
と
で
、
付
加

価
値
の
創
出
と
業
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
。
企
業

は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
感
染
予
防
対
策
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
、
働
き
手
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
組
織
・

チ
ー
ム
の
労
働
生
産
性
の
向
上
を
目
的
と
す
る
重
要

施
策
に
位
置
付
け
、
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る
手

段
の
１
つ
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

⑵
課
題
解
決
に
向
け
た
ス
テ
ッ
プ

　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
活
用
に
向
け
た
ス
テ
ッ
プ
と
し
て

は
、
ま
ず
、
経
営
ト
ッ
プ
が
、
自
社
が
目
指
す
働
き

方
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
の
目
的
を
示
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
次
に
、
人
事
部
門
や
情
報
シ

ス
テ
ム
部
門
等
が
連
携
し
、
全
社
で
多
面
的
に
柔
軟

な
働
き
方
に
適
し
た
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
う
え
で
、
各
部
門
・
職
場
で
は
、
自
律
的
な
業

務
遂
行
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
効
率
化
、
テ
レ

ワ
ー
ク
と
出
社
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
な
ど
を
検
討
・

実
践
し
て
い
く
こ
と
で
、
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
を

実
現
し
、
付
加
価
値
を
最
大
化
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
活
用
に
必
要
な
取
り
組
み

　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
業
務
の
デ

ジ
タ
ル
化
や
経
済
的
支
援
な
ど
「
就
労
環
境
・
支
援

制
度
の
整
備
」
と
、
業
務
遂
行
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
見
直
し
・
実
現
」
の

両
面
か
ら
の
取
り
組
み
が
必
要
と
な
る
。

⑴
就
労
環
境
・
支
援
制
度
の
整
備

①
就
労
環
境
の
整
備

　

テ
レ
ワ
ー
ク
時
に
支
障
な
く
業
務
を
遂
行
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
、
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
、
労
務
管
理
な
ど
各
種
業
務
の
電
子

化
な
ど
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
フ
ィ
ス
に
つ

い
て
は
、
価
値
が
協
創
さ
れ
、
社
員
が
成
長
す
る
場

と
し
て
い
く
こ
と
が
有
益
で
あ
り
、
社
員
同
士
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
や
シ
ェ
ア
オ
フ

ィ
ス
の
活
用
等
の
施
策
が
有
効
と
な
る
。

②
現
場
業
務
の
リ
モ
ー
ト
化
の
推
進

　

製
造
・
販
売
な
ど
現
場
業
務
に
つ
い
て
は
、
状
況

を
踏
ま
え
て
リ
モ
ー
ト
化
を
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
企
業
に
お
い
て
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ

ィ
ー
技
術
を
活
用
し
た
研
修
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
、

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
故
障
予
測
、
製
造
工
程
の
リ
モ

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
労
働
生
産
性
の

向
上
に
資
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
活
用
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参
照

ー
ト
監
視
等
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

③
経
済
的
支
援（
手
当
・
一
時
金
）

　
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
変
化
す
る
社
員
の
勤
務
状
況

等
を
踏
ま
え
、通
勤
手
当
や
食
事
手
当
な
ど
諸
手
当
の

見
直
し
を
含
め
、
社
員
に
対
す
る
経
済
的
支
援
を
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
企
業
で
は
、通
勤
手
当

を
実
費
精
算
に
変
更
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
要
す
る
費
用

を
手
当
と
し
て
支
給
し
て
い
る
例
の
ほ
か
、
デ
ス
ク
・

椅
子
等
の
購
入
を
一
時
金
で
補
助
し
て
い
る
例
が
あ
る
。

④
働
く
場
所
を
選
択
で
き
る
制
度	

　

テ
レ
ワ
ー
ク
と
あ
わ
せ
て
、
遠
隔
地
勤
務
制
度
や

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
な
ど
働
く
場
所
の
選
択
肢
を

増
や
す
こ
と
は
、
勤
務
形
態
や
余
暇
の
過
ご
し
方
、

暮
ら
し
方
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

企
業
は
、
優
れ
た
人
材
の
確
保
・
定
着
等
の
観
点
か

ら
、
働
く
場
所
の
選
択
を
可
能
と
す
る
制
度
の
導

入
・
拡
充
を
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

⑵�

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
生
産
性
を
高
め
る
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
へ
の
見
直
し
・
実
現

①
自
律
的
な
業
務
遂
行
の
推
進

　

テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
付
加
価
値
を
創
出
す
る

た
め
に
は
、
社
員
の
自
律
性
を
重
視
し
、
可
能
な
限

り
権
限
・
裁
量
を
委
ね
、
成
長
を
支
援
す
る
こ
と
が

カ
ギ
と
な
る
。
自
律
的
な
業
務
遂
行
を
促
し
、
社
員

が
自
ら
判
断
し
て
行
動
で
き
る
範
囲
を
広
げ
る
こ
と

は
、
業
務
に
お
け
る
所
期
の
目
標
達
成
に
よ
っ
て
自

身
の
成
長
を
よ
り
強
く
実
感
す
る
こ
と
に
な
り
、
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

②�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
効
率
化
・
活
性
化	

に
よ
る
生
産
性
向
上

　

テ
レ
ワ
ー
ク
時
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足

し
、
生
産
性
が
低
下
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
チ
ャ

ッ
ト
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て

社
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
こ
と
が
基

本
と
な
る
。
加
え
て
、
人
間
関
係
構
築
の
た
め
に
、

仕
事
に
限
ら
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を

増
や
す
施
策
や
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
の
拡
充

が
求
め
ら
れ
る
。

③
適
切
な
健
康
管
理
・
労
働
時
間
管
理

　
テ
レ
ワ
ー
ク
時
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し
、健
康
を
維

持
・
増
進
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、労
働
時
間
の
適
切

な
管
理
と
と
も
に
、
社
員
の
健
康
状
態
の
把
握
に
努

め
、
状
況
に
応
じ
て
業
務
量
や
労
働
時
間
を
調
整
す

る
工
夫
が
必
要
と
な
る
。例
え
ば
、時
間
外
や
深
夜
・

休
日
の
チ
ャ
ッ
ト
な
ど
を
控
え
る「
つ
な
が
ら
な
い
時

間
」の
ル
ー
ル
化
な
ど
の
施
策
が
有
効
で
あ
る
。ま
た
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
防
止
す
る
た
め
の
セ
ル
フ

ケ
ア
・
ラ
イ
ン
ケ
ア
を
支
援
す
る
施
策
が
重
要
と
な
る
。

④
人
材
育
成
施
策
の
拡
充（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
・
Ｏ
ｆ
ｆ
－
Ｊ
Ｔ
）

　
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
達

成
す
べ
き
目
標
や
ス
テ
ッ
プ
を
明
確
に
し
て
取
り
組

む
こ
と
の
ほ
か
、
上
司
と
の
１
on
１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

や
先
輩
社
員
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト（
メ
ン
タ
ー
制
度
）を

行
う
こ
と
な
ど
が
効
果
的
と
な
る
。
他
方
、
Ｏ
ｆ
ｆ

－
Ｊ
Ｔ
は
、
対
面
で
実
施
し
て
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
供
す
る
こ
と
や
、
社
員
が
必
要
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
主
体
的
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
、
実
施
効
果
を
高
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
有
効

な
施
策
で
あ
る
。
企
業
と
働
き
手
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
広
が
り
を
好
機
と
捉
え
、
デ

ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
人
間
中
心
の
創
造
社
会
、

Society 5.0

に
ふ
さ
わ
し
い
働
き
方
を
実
現
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

・自社が目指す働き方のビジョンを社員に提示
・テレワーク推進の目的とともに、柔軟な働き方に適した就労
環境の整備やマネジメントの見直しに関する方針を打ち出す
ことが重要
・社員と柔軟な働き方の推進や業務効率化等について対話を実施

・テレワーク規定や社内ガイドライン・ルールを整備。全社で
多面的に柔軟な働き方に適した就労環境・支援制度の整備や
マネジメント施策の実施を推進
・テレワークなど新しい働き方の実現に向けて、社内・部門横断
的な検討委員会やワーキンググループを立ち上げることは一案

・コロナ禍におけるテレワークの経験を活かし、自律的な業務遂
行やコミュニケーションの効率化・活性化、効果的な人材育成、
テレワークと出社とのベストミックスなどを検討・実践

〈テレワークと出社のベストミックス〉
▶業種・業態や職種の特性、働き手の経験や能力・スキル、
業務の内容・繁閑・状況等を勘案
▶個人だけでなく、組織・チームとして付加価値の創出を
最大化できる働き方を選択

自律的な業務遂行の推進

コミュニケーションの効率化・活性化による生産性向上

適切な健康管理・労働時間管理

人材育成施策の拡充

就労環境の整備（業務のデジタル化、オフィスの整備）

現場業務のリモート化の推進

経済的支援（手当・一時金等）

働く場所を選択できる制度（遠隔地勤務制度等）

図表1　課題解決に向けたステップ

図表2　テレワークの活用に必要な取り組み
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